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子どもと高齢者を守る
市
内
の
認
定
こ
ど
も
園
や
小
・
中
学
校

の
交
通
安
全
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る

の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
ら
ふ
ぃ
っ
くSisters

の
皆
さ
ん
で
す
。
理
事
長
の
山
﨑
油
美
子
さ

ん
は
、
成
長
段
階
に
応
じ
た
教
育
を
意
識
し

て
い
る
と
話
し
ま
す
。

「
自
転
車
教
室
を
行
う
と
、
小
学
3
年
生

は
ま
だ
自
転
車
に
乗
り
始
め
た
ば
か
り
で
、

ど
ん
な
乗
り
方
が
事
故
に
つ
な
が
る
か
分
か

っ
て
い
な
い
子
が
多
い
で
す
。
逆
に
6
年
生

は
運
転
に
慣
れ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
ひ
も
を
締

め
な
い
な
ど
油
断
し
て
し
ま
う
子
が
い
ま
す
。

学
年
に
よ
っ
て
理
解
や
成
熟
度
も
異
な
る
た

め
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
教
え
る
内
容
や
方
法

を
変
え
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、

家
庭
で
も
話
題
に
し
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も

が
何
を
教
わ
っ
て
き
た
の
か
聞
い
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち

も
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
な
い
と
思
い
ま
す
」。

高
齢
者
講
習
に
来
る
高
齢
者
は
朝
来
た

と
き
は
不
機
嫌
で
、
終
わ
る
と
晴
れ

や
か
な
顔
で
帰
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
話
す

の
は
市
内
唯
一
の
教
習
所
で
あ
る
穂
高
自
動

車
学
校
の
内
川
源
一
郎
さ
ん
で
す
。

高
齢
者
に
と
っ
て
免
許
と
は
？

「
70
歳
以
上
の
人
は
運
転
免
許
更
新
時
に

一
定
の
講
習
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

昨
今
は
高
齢
者
の
事
故
が
何
か
と
取
り
挙
げ

ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
高
齢
者
講
習
の
予

約
は
半
年
先
ま
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
安
曇
野

は
ま
だ
ま
だ
車
社
会
で
、
免
許
が
無
く
な
れ

ば
ど
う
し
て
も
生
活
が
不
便
に
な
る
の
は
否

め
ま
せ
ん
。
し
か
し
年
齢
と
と
も
に
身
体
の

機
能
は
衰
え
て
い
く
の
も
事
実
で
す
。
い
つ

か
自
分
の
衰
え
を
認
め
、
免
許
を
手
放
す
時

が
来
ま
す
」。

重
要
な
の
は
家
族
の
サ
ポ
ー
ト

「
高
齢
者
に
と
っ
て
免
許
を
手
放
す
こ
と

は
、
心
理
的
に
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
る
よ
う

な
感
覚
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
時
、
免
許
を
返
し
て
も
家
族
が
買
い

物
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
と
い
う
安
心
感

が
あ
る
だ
け
で
全
然
違
っ
て
き
ま
す
。
大
事

な
の
は
高
齢
者
を
孤
立
さ
せ
な
い
こ
と
。
行

政
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
も
あ
り
ま
す
が
、

一
番
に
は
近
く
に
い
る
家
族
が
高
齢
者
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
あ
げ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」。

NPO 法人交通教育　

とらふぃっくSisters
●プロフィル
松本市を拠点に、歌やダンスを取り入れた交通
安全教室を行う。子どもや高齢者に分かりやす
い交通教育を掲げており、長野県内だけでなく、
全国でも活動している。

子どもに
「何を教わったの？」
と聞いてみてください。 模擬道路を使った自転車教室

免許を返した高齢者が
疎外感を感じないサポートが大事。

穂高自動車学校　校長

内川　源一郎 さん

●プロフィル
市内唯一の自動車学校を運営。市と連携
し年３回、教習コースを使った高齢者交
通安全教室を開催している。

特集◎語り継ぐ理恵ちゃんの命

安曇野市の取り組み
●運転免許証自主返納支援制度  ～あづみん回数券 9,000 円分を交付～

●地域訪問型交通安全教室  ～お住いの地域で教室を開きます～

●通学路交通安全プログラム  ～幅広い視点で合同点検します～

自主的に運転免許のすべてを返納した市民に対し、デマンド交通「あづみん」の乗
車回数券 9,000 円分を交付しています。交付には免許を返納してから１年以内に

申請していただく必要があります。運転に不安を感じていたり、免許を返納しようと
考えている皆さんはぜひご検討ください。　　　

問地域づくり課生活安全係　471・2495　672・3176

普段なかなか交通安全教育を受ける機会がない人のために、地元の公民館など自宅
から行ける場所へ市が出張し、交通安全教室を行います。健康教室やミュージカ

ルを含んだ教室などもできます。地域のイベントの際などにぜひご利用ください。
問地域づくり課生活安全係　471・2495　672・3176

地域からの要望をもとに通学路における危険箇所の合同点検を実施しています。
警察や市・県の道路部局、交通安全協会など市内の交通に関わる機関・団体

が危険箇所を訪れ、交差点の検証、グリーンベルト・カーブミラーの必要性など幅
広く対策を検討し、通学路の安全確保を図ります。過去の点検箇所および対策等は
市Ｈ

ホームページ

Ｐでも見ることができます。

デマンド交通「あづみん」とは …

グリーンベルトの整備状況は？

事前に電話で予約した人を自宅から目的地まで送る乗り合い型の公共交通で
す。平日の午前８時から午後４時台まで１時間間隔で運行しています。料金
は１乗車 300 円で、小学生または障がい者手帳等をお持ちの人は 100 円で利
用できます。利用には事前に登録手続きが必要です。登録用紙は市役所また
は社会福祉協議会もしくは市Ｈ

ホームページ

Ｐから入手できます。
問政策経営課　471・2401 ／安曇野市社会福祉協議会　471・1233

　平成 23 年度から地域要望を受けて、緊急性、必要性から優先度を決めて順次整備しています。整備済み延長は、
平成 30 年度末時点で約 35kmです。今後も計画的に整備を進めます。

安全で安心な市民生活を育むために
市内では本年、交通事故によりすでに 3人の尊い命が奪われており、大変憂慮すべ
き事態となっています。市としましても、関係機関と連携し、「高齢者と子どもの交
通事故防止」を重点テーマに、交通安全の意識高揚を図るとともに、歩道やグリーン
ベルトなどの整備を進めてまいります。また、デマンド交通「あづみん」の利便性向
上とともに、地域公共交通網形成計画に基づき、交通施策を進めてまいります。
7月 22日から 31日まで「夏の交通安全やまびこ運動」が行われます。学校も
夏休みに入り、子どもや観光客が多くなる時期です。地域と行政が一体となって
皆さん一人ひとりが交通安全への意識を高めて欲しいと思います。市長 宮澤 宗弘

取り組みの

一部を紹介します


